
御
創
建
七
十
年
式
年
大
祭
の
御
礼 

隱
岐
神
社
宮
司 

村 

尾 
 

周 
 

  

去
る
十
月
十
八
日
に
隱
岐
神
社
御
創
建
七
十
年
式
年
大

祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
集
を

戴
き
、
一
連
の
祭
典
、
奉
祝
行
事
を
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
先
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
は
今
上
陛
下
の
御
即
位
二
十
年
の
お
祝
い
す

べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
の
御
世
も
は
や
二
十
年
。
社

会
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
る
方
の
世
代
交
代
と
と
も

に
、
人
々
の
生
活
様
式
や
価
値
観
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
皇
室
と
町
民
を
繋

ぐ
隱
岐
神
社
に
お
い
て
も
、
御
祭
神
へ
の
崇
敬
の
念
が
若
い

世
代
に
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

大
祭
に
合
せ
て
奉
納
さ
れ
た
薪
能
「
隠
岐
院
」
は
、
保
々

見
出
身
の
敬
神
家 

徳
山
詳
直
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
氏
は
、
薪
能
の
上
演
に
先
立
ち
、

後
鳥
羽
天
皇
へ
の
崇
敬
の
念
と
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を

披
瀝
さ
れ
、
御
祭
神
に
「
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
感
銘
を
受
け
た
方
も
多
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

神
社
は
地
域
の
歴
史
や
文
化
・
伝
統
に
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
お
祭
り
は
、
御
祭
神
へ
の
感
謝
を
現
す
機
会
で
あ

る
と
と
も
に
、
神
楽
や
舞
の
奉
納
、
御
旅
の
斎
行
を
通
じ
て

の
氏
子
・
崇
敬
者
の
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の

隱
岐
神
社
式
年
大
祭
に
つ
い
て
も
、
祭
典
や
薪
能
の
企
画
・

準
備
、
御
旅
の
神
楽
（
東
社
中
）
や
お
神
輿
担
ぎ
（
上
方
地

区
）
等
々
、
実
に
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
為
し
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

隱
岐
神
社
も
、
各
地
区
の
氏
神
様
も
、
氏
子
・
崇
敬
者
の

多
く
が
お
祭
り
に
関
わ
る
こ
と
で
威
光
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
威
光
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
、

次
代
を
担
う
若
者
た
ち
、
延
い
て
は
子
供
た
ち
に
ま
で
郷
土

を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
む
よ
う
な
活
動
を
今
後
と
も
続
け

て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
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十
三
日 
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ど
も
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撲
大
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十
五
日 
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居
「
後
鳥
羽
天
皇
さ
ま
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演
会
（
慶
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保
育
園
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十
七
日 

 

式
年
大
祭
宵
宮
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

薪
能
奉
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（
隱
岐
神
社
御
創
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七
十
年
、

後
鳥
羽
天
皇
七
百
七
十
年

祭
、
海
士
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施
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四
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事
業
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守
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の
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八
日 

 

食
の
感
謝
祭 

二
十
二
日 

 

紙
芝
居
「
後
鳥
羽
天
皇
さ
ま
」 

上
演
会
（
産
業
文
化
祭
） 

 

十
二
月 

四
日 

 

月
次
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
札
・
守
札
御
霊
入
の
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平
成
二
十
二
年 

一
月 

 

一
日
午
前
零
時 

歳
旦
祭 

新
年
神
札
・
守
札
の
頒
布 

新
年
祈
祷
、
厄
祓
い 

厄
年 

男
二
五
才
、
四
二
才 

 
 

 

女
一
九
才
、
三
三
才 

（
数
え
年
） 
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隱
岐
神
社
御
創
建
七
十
年
を
祝
し
て 

 
 
 

御
創
建
七
十
年
式
年
大
祭
実
行
委
員
長 

 
 
 

隱

岐

神

社

奉

賛

会

会

長 
  

隱
岐
神
社
が
御
創
建
七
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
隱
岐

神
社
奉
賛
会
を
代
表
し
て
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

御
承
知
の
と
お
り
、
隱
岐
神
社
は
、
御
祭
神 

後
鳥
羽
天

皇
の
御
神
徳
を
称
え
、
皇
室
と
海
士
町
民
を
つ
な
ぐ
歴
史
に

感
謝
す
る
場
と
し
て
、
昭
和
十
四
年
に
御
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

先
輩
諸
兄
に
は
、
当
時
、
御
創
建
に
協
力
さ
れ
、
後
鳥
羽
天

皇
を
お
祀
り
す
る
の
に
相
応
し
い
整
然
と
し
た
境
内
と
真

新
し
い
御
社
殿
の
完
成
に
感
銘
を
受
け
た
方
も
多
か
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
こ
に
御
創
建
七
十
年
の
佳
節
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
町
民
の
皆
様
の
隱
岐
神
社
へ

の
篤
い
崇
敬
の
念
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

去
る
十
月
十
八
日
に
は
、
皆
様
の
格
別
の
御
協
力
の
下
、

式
年
大
祭
と
御
旅
を
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
前
日
に
は
、
宵
宮
祭
に
続
い
て
海
士
町
・
文
化

庁
・
後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
薪
能

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
一
連
の
行
事
が
厳
粛
に
行
わ
れ
た
こ

と
、
御
祭
神 

後
鳥
羽
天
皇
は
さ
ぞ
か
し
お
喜
び
に
な
っ
た

と
存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
が
島
外
で
故
郷
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に

は
、
ま
ず
後
鳥
羽
天
皇
と
縁
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

話
を
は
じ
め
ま
す
。
後
鳥
羽
天
皇
と
私
ど
も
が
親
し
く
接
す

る
大
切
な
場
所
で
あ
る
隱
岐
神
社
を
護
持
し
て
ゆ
く
こ
と

は
、
私
ど
も
崇
敬
者
の
使
命
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

御
創
建
七
十
年
の
お
祝
い
の
年
を
機
に
、
町
民
の
愛
郷
心

を
一
層
育
み
、
ま
た
町
の
将
来
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す
る

場
と
し
て
、
隱
岐
神
社
が
さ
ら
な
る
活
動
を
推
進
し
て
い
け

る
よ
う
、
奉
賛
会
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

                                

隱岐神社神紋の紹介 

歴代天皇の中でも文武両道に秀でられた後鳥羽天皇は、刀剣にたいへん興味を持ち、朝廷のため
に刀剣をつくる番鍛冶を設けたのをはじめ、御自も刀剣の作製に携わったとの言い伝えもあります。こ
れにより刀剣に対する注目が高まり、日本刀の黄金期が到来したと評する声もあります。 
皇室の菊の御紋は、後鳥羽天皇が御作の刀剣に刻ませた菊花の御印に起源があるとも言われてお

り、隱岐神社が創建される際には、この菊花に手を加えた菊浮線（きくふせん・きくうきせん）が御神紋
に定められました。 

平成２１年１２月１日発行 

石
倉 

郁
郎 



冷
泉
家
「
平
成
の
歌
会
」 

九
月
二
十
六
日
、

隱
岐
神
社
に
お
い
て

産
経
新
聞
社
主
催
、

海
士
町
共
催
に
よ
り
、

平
安
貴
族
の
歌
遊
び

を
再
現
す
る
「
平
成

の
歌
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
歌
会

は
例
年
、
京
都
の
平

安
神
宮
で
開
か
れ
て

い
ま
す
が
、
神
社
創

建
七
十
年
・
後
鳥
羽
天
皇
七
百
七
十
年
祭
に
あ

た
る
本
年
は
、
後
鳥
羽
天
皇
に
特
別
縁
の
あ
る

隱
岐
神
社
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

藤
原
定
家
の
末
裔
で
和
歌
の
名
門
、
冷
泉
家

の
冷
泉
為
人
当
主
、
同
令
夫
人
と
艶
や
か
な
十

二
単
を
纏
っ
た
読
師
（
ど
く
じ
、
読
み
手
）
ら

が
古
式
ゆ
か
し
く
、
歌
詠
み
を
披
露
し
ま
し
た
。

和
歌
を
愛
し
、
隠
岐
に
遷
行
さ
れ
た
後
も
隠
岐

の
情
景
を
歌
に
読
み

込
む
こ
と
を
楽
し
み

と
さ
れ
た
御
祭
神 

後
鳥
羽
天
皇
も
、
殊

の
他
、
こ
の
歌
会
を

楽
し
ま
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。 

な
お
、
隱
岐
神
社

が
創
建
さ
れ
た
時
に

も
、
和
歌
の
披
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
寄
せ
ら
れ

た
、
十
三
方
の
宮
様
の
和
歌
な
ど
を
綴
っ
た
「
献

詠
帖 

さ
よ
ち
ど
り
」
は
、
海
士
町
後
鳥
羽
院

資
料
館
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
是
非
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。 

 平
成
二
十
一
年 

子
供
相
撲
大
会 

 

十
月
十
四
日
、
隱

岐
神
社
相
撲
場
に
お

い
て
、
子
供
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、

例
年
、
隱
岐
神
社
の

秋
の
例
祭
に
合
せ
て

行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

海
士
町
の
子
供
会
が

主
催
し
、
町
内
各
地

区
の
子
供
会
に
所
属

す
る
小
学
生
が
参
加
し
ま
す
。 

晴
天
の
中
、
好
取
り
組
み
が
連
続
し
、
子
供

達
の
歓
声
に
境
内
は
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。 

隱
岐
神
社
奉
賛
会

で
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
一
環
と
し

て
、
こ
の
大
会
に
助

成
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
開
会

式
前
に
は
、
申
し
出

の
あ
っ
た
子
供
会
に

つ
い
て
、
正
式
参
拝

を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

紙
芝
居
「
後
鳥
羽
天
皇
さ
ま
」
の
上
演 

隱
岐
神
社
で
は
、

職
員
と
町
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
で
、
紙
芝

居
「
後
鳥
羽
天
皇
さ

ま
」
を
作
成
致
し
ま

し
た
。 こ

れ
は
、
御
創
建

七
十
年
を
機
に
、
子

供
た
ち
に
天
皇
様
と

神
社
に
親
し
み
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活

動
の
一
環
で
す
。
十
月
十
五
日
、
慶
照
保
育
園
に

お
い
て
、
完
成
披
露
と
さ
く
ら
組
を
対
象
と
し
た

上
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
園
関
係
者
の

ほ
か
、
教
育
委
員
会
や
役
場
広
報
の
方
に
も
同
席

戴
き
ま
し
た
。 

子
供
た
ち
の
反
応
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
紙
芝

居
の
内
容
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
致
し
ま

し
た
。
今
後
も
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
と
技
術
を
借
り

な
が
ら
、
神
社
や
お
祭
り
、
御
祭
神
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
活

動
を
研
究
し
て
参
り

ま
す
。 

な
お
、
保
育
園
の
う

め
組
、
さ
く
ら
組
の
園

児
に
は
、
御
旅
の
際
、

お
神
輿
の
先
導
を
し

て
戴
き
ま
し
た
。 

   

平成２１年１２月１日発行 



薪
能
「
隠
岐
院
」
奉
納 

 

十

月

十

七

日

、
式

年
大
祭
宵

宮
祭
に
続

き

、
五

時

三
十
分
よ

り
隠
岐
院

薪
能
が
奉

納
さ
れ
ま

し
た
。
演
目

は
観
世
銕

之
丞
に
よ

る
蘭
曲
「
隠

岐
院
」
、
能

「
小
鍛
冶
」
、

野
村
万
蔵
に
よ
る
狂
言
「
隠
狸
」
。
こ
の
薪
能
は
、

後
鳥
羽
天
皇
に
対
す
る
町
民
の
厚
い
崇
敬
の
念
を

背
景
に
設
立
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行

委
員
会
と
海
士
町
並
び
に
文
化
庁
の
主
催
、
保
々

見
出
身
で
瓜
生
学
園
理
事
長 

徳
山
詳
直
氏
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
海
士
町
で
は
初
め
て

の
企
画
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
約
七
百
名
も
の
方
が

観
覧
し
ま
し
た
。 

朝
か
ら
雨
風
が
強
く
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
直
前
に
は
お
さ
ま
り
、
月
夜
に
映
え
る
社
殿

を
背
景
に
上
演
さ
れ
る
薪
能
に
、
息
を
飲
ん
だ
方

も
多
か
った
こ
と
で
し
ょ
う
。 

「
後
鳥
羽
院 

遠
島
百
首
か
る
た
」 

 

役
場
で
は
、
歴
代
天
皇
の
中
で
も
特
に
和
歌
の

才
に
秀
で
て
お
ら
れ
た
後
鳥
羽
天
皇
の
秀
歌 

遠

島
百
首
を
カ
ル
タ
に
し
た
、
「
後
鳥
羽
院 

遠
島
百

首
か
る
た
」
を
再
版
し
ま
し
た
。
後
鳥
羽
天
皇
の

御
事
蹟
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
天
皇
が
殊
の
ほ
か

愛
さ
れ
た
和
歌
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
の
一
環

で
す
。 

 

こ
の
カ
ル
タ
は
限
定
四
〇
〇
セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ

ま
す
。
町
の
委
託
に
よ
り
、
隱
岐
神
社
と
後
鳥
羽

院
資
料
館
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

              

平
成
二
十
一
年 

食
の
感
謝
祭 

 

十
一
月
八
日
、
食

の
感
謝
祭
実
行
委
員

会
主
催
の
、
二
回
目

と
な
る
食
の
感
謝
祭

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
会
に
あ

た
る
奉
納
の
儀
で
は
、

神
前
に
お
酒
が
主
催

者
か
ら
、
海
士
町
の
お

米
・餅
・鯛
・さ
ざ
え
・
イ
カ
の
一
夜
干
し
・干
し
ナ
マ

コ
・
野
菜
・
塩
・
水
が
生
産
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
供

え
ら
れ
ま
し
た
。
十
月
・
十
一
月
は
秋
祭
り
（新
嘗

祭
・
に
い
な
め
さ
い
）
の
季
節
で
、
全
国
の
お
社
で
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。 

農
業
・
漁
業
を
地
域
再
生
の
中
核
事
業
に
据
え

よ
う
と
す
る
試
み
が
全
国
各
地
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
御
祭
神
の
下
に
海
士
産
の
食
べ
物
が

集
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
こ
れ
を
口
に
す
る
こ
と

は
、
故
郷
の
あ
り
が
た

さ
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。 

な
お
、
隱
岐
神
社

で
は
、
地
元
産
の
お
米

の
大
切
さ
を
伝
え
る

小
冊
子
「
神
社
と
お

米
」を
訪
れ
た
方
に
配

布
し
ま
し
た
。 
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